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基本理念

障
が
い
者
計
画
・

　

障
が
い
福
祉
計
画
（
第
３
期
）
を
策
定

　

市
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
障
が
い

者
自
立
支
援
協
議
会
、
事
業
所
、
関
係

機
関
、
団
体
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
踏

ま
え
、
平
成
24
年
４
月
を
始
期
と
す
る
、

「
障
が
い
者
計
画
」（
〜
平
成
29
年
度
）
と

「
障
が
い
福
祉
計
画
（
第
３
期
）」（
〜
平

成
26
年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
の
推
進
を
通
し
て
、
障
が

い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
全
て
の
市
民

が
共
に
生
き
、
自
立
し
た
地
域
生
活
、

社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
「
高

島
市
」
を
創
造
し
ま
す
。

○人としての尊厳の尊重
○障がい者の主体性を重視した生活の質の向上
○すべての人の参加による住みよい地域社会づくり

□平成26年度までの目標（障がい福祉計画第３期）

●施設から地域への生活の移行ができるように在宅福祉サービスを充実し
　ます。
●就労移行支援事業所の利用拡大を図ります。
●就労継続支援事業所は、雇用型の開設推進と非雇用型の利用拡大を図ります。

地域福祉の推進 総合支援体制・情報提供の充実

保健・医療サービスの充実

療育・教育の推進

雇用・就労の促進

福祉サービスの充実

社会参加の促進
生活環境の整備

・地域福祉活動を推進し、障がい者を地域で
支える仕組みづくりを進めます。

・地域へ法人や施設の行事を発信し、物品貸
出や模擬店などの協力を通じて、障がい者
施設から地域への交流を推進します。

・４月から相談支援センターを統合し、ワンス
トップサービスで、わかりやすく気軽に相談
できる相談支援センターを設置します。

・障がい者虐待防止の体制整備に取り組みます。

・妊娠期から乳幼児期を通した健診や母子保
健事業などの取り組みを強化し、障がいの
早期発見、早期療育につなげます。

・発達障がいの専門相談機能を強化し、チー
ムでの支援に取り組みます。

・高血圧や糖尿病をはじめとする生活習慣病
を予防し、障がいの発生を防ぎます。

・障がい者に対するリハビリテーションが適切に
提供されるシステムづくりを進めていきます。

・ニーズに応じてグループホーム・ケアホー
ムの整備を進めていきます。

・施設入所者、精神科病院長期入院者、自立
希望者を対象にした宿泊体験事業に取り組
み、受け入れ体制を整えます。

・働き・暮らし応援センターのスキルアップ
と機能強化を図ります。

・就労継続支援A型（雇用型）事業所の開設
を推進していきます。

・ユニバーサルデザインの理念に基づき、安
全で快適な市街地や都市施設、建築物等の
整備・誘導を進めます。

・重症心身障がい者の避難マニュアルや福祉
避難所の対応マニュアルを作成します。

・障がい者のスポーツ・レクリエーション活
動、文化・芸術活動を推進していきます。

・投票所における簡易スロープ、車いすの設置な
ど円滑に投票できる環境づくりに努めます。

□基本目標（障がい者計画）

１ ２

３

５

７

４

６

８

コンパス（今津老人福祉センター内）
　f（22）5553　g（22）6161

　h障害福祉課　f（25）8516

　

こ
の
計
画
は
、
年
齢
を
重
ね
て
も
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
が
い
を
も
っ

て
、
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
高
齢
者
の
生
活
支
援
や
介
護

予
防
の
取
り
組
み
を
進
め
る
指
針
と
な

る
も
の
で
す
。

　

今
回
、
地
域
代
表
者
の
方
や
保
健
・

福
祉
・
介
護
の
関
係
者
な
ど
で
構
成
さ

れ
る
介
護
保
険
事
業
計
画
等
作
成
委
員

会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を
お
聴

き
す
る
と
と
も
に
、
①
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
単
価
の
改
正
、
②
団
塊
世

代
の
65
歳
到
達
な
ど
高
齢
者
人
口
や
要

介
護
者
数
の
増
加
、
③
在
宅
サ
ー
ビ
ス

や
介
護
保
険
施
設
の
整
備
等
を
踏
ま
え

て
、
平
成
24
年
度
か
ら
の
３
年
間
の
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
社
会
と
向
き
合

い
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
「
人
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
努
め
て
い
く

ほ
か
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
で

も
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

よ
う
、
計
画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
に
比
例

し
て
、
そ
れ
に
伴
う
保
険
給
付
費
も
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
の
中
で
は
、

３
年
間
で
必
要
な
保
険
給
付
費
を
見
込

ん
で
お
り
、
そ
の
財
源
（
利
用
者
負
担

を
除
く
）
は
、
介
護
保
険
料
と
公
費
で

半
分
ず
つ
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
は
、
高
島

市
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
費
用
な

ど
か
ら
算
出
さ
れ
た
「
基
準
額
」
を
も

と
に
、
段
階
的
に
決
ま
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
人
や
世
帯
員
の
市
民
税

課
税
状
況
や
前
年
の
収
入
額
に
応
じ
て

「
基
準
額
」
の
１
割
か
ら
５
割
の
範
囲

で
軽
減
さ
れ
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
計
画
・

　

介
護
保
険
事
業
計
画
（
第
５
期
）
を
策
定

●
介
護
保
険
は

　
　

支
え
合
い
の
制
度
で
す

●
介
護
保
険
料
の
決
ま
り
方

段　階 対　　象　　者 保険料率 保険料年額

第１段階
生活保護を受給している方
世帯全員が市民税非課税で老齢福祉年金を受けて
いる方

基準額
×０. ５０ ２８,８００円

第２段階 世帯全員が市民税非課税で、本人の前年合計所得
金額＋課税年金収入額が80万円以下の方

基準額
×０. ５０ ２８,８００円

第３段階
（軽減）

世帯全員が市民税非課税で、本人の前年合計所得金
額＋課税年金収入額が80万円を超え１２０万円以
下の方

基準額
×０. ６５ ３７，４００円

第３段階 世帯全員が市民税非課税で、第1、第2、第3段階
（軽減）に該当しない方

基準額
×０. ７５ ４３,２００円

第４段階
（軽減）

本人が市民税非課税で、世帯に市民税課税者がい
る方（本人の前年合計所得金額＋課税年金収入額
が80万円以下の方）

基準額
×０. ９０ ５１,８００円

第４段階
本人が市民税非課税で、世帯に市民税課税者がい
る方（本人の前年合計所得金額＋課税年金収入額
が80万円を超える方）

基準額
４,８００円
（月額）

５７,６００円

第５段階 本人が市民税課税で、前年合計所得金額が
１２５万円未満の方

基準額
×１. １５ ６６,２００円

第６段階 本人が市民税課税で、前年合計所得金額が
１２５万円以上１９０万円未満の方

基準額
×１. ３０ ７４,８００円

第７段階 本人が市民税課税で、前年合計所得金額が
１９０万円以上３００万円未満の方

基準額
×１. ４５ ８３,５００円

第８段階 本人が市民税課税で、前年合計所得金額が
３００万円以上５００万円未満の方

基準額
×１. ６０ ９２,１００円

第９段階 本人が市民税課税で、前年合計所得金額が
５００万円以上の方

基準額
×１. ７０ ９７,９００円

65歳以上
の方の保
険料
21％

介
護
保
険
料

40歳～
64歳の方
の保険料
29％

国・滋賀
県・高島
市からの
公費

50％

公　
　

費

　

市
の
人
口
が
減

少
す
る
中
で
、
障

が
い
の
あ
る
方
は

増
加
し
て
い
ま
す
。

●障がいのある方の推移

精神保健福祉手帳

療育手帳

身体障害者手帳

人口

動、文化・芸術活動を推進していきます。
・投票所における簡易スロープ、車いすの設置な
ど円滑に投票できる環境づくりに努めます。

　

h
長
寿
介
護
課　

f（
２
５
）８
０
２
９

●65歳以上の平成24～26年度の介護保険料


